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1.平成２８年度交通環境学習実施状況把握のためのアンケート調査結果について 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

 

 

 

交通エコロジー・モビリティ財団では、全国的な実施状況を継続的に把握し、さら

に交通環境学習の認知度を高め、普及を進めていくことを目的に、平成28年度に自治

体向けにアンケート調査を実施しましたが、その結果を簡単ですが紹介します。 

（詳細は、 http://www.mm-education.jp/pdf/MMedu-H28enq.pdf ） 

 

 

（１）「交通環境学習」の実施状況 

①「交通環境学習」の実施 

 交通環境学習の実施状況をみると、「実施した」が 32.8％となっており、「過去

に実施したことはあるが、昨年度は実施しなかった」（7.6％）を含めた実施実

績のある自治体は 40.4％となっている。 

 都道府県の実施率は 23.8％、市の実施率は 33.3％となっており、市について人

口規模別にみると、人口規模が大きいほど実施率が高く、50 万人以上の自治体

では７割近くを占める。 

 

②「交通環境学習」に取組む意向（昨年度実施していない自治体のみ回答） 

 「関心はあったが検討しなかった」が 71.1％と最も多く、次いで「関心もない」

が 18.5％、「検討したが断念した」は 8.8％となっている。「関心はあったが検

討しなかった」も含めた関心のある自治体は 79.9％と約８割を占めている。 

 

③実施しなかった理由（昨年度実施していない自治体のみ回答） 

 「担当部課の人手不足」が 50.0％と半数を占め、次いで「取組み方法がわから

ない」35.7％、「効果がわからない」28.2％、「教材の作成や準備が大変」27.6％、

「予算が確保できない」27.3％と続く。 

 その他の主な意見は、「他に優先すべき施策がある」（12 件）、「小学校自らが取

り組んでいる」（7件）、「他団体が取り組んでいる」（7件）となっている。 

 

④「交通環境学習」の実施方法 

 学校の授業の一環として「実施した」が 84.7％と大多数を占める。 

 地方別にみると、中部や近畿地方ではほぼ 100％近くが授業の一環として「実施

した」と回答。一方、中国や四国では低くなっている。 

 

⑤授業の実施主体 

 「貴自治体が学校に依頼して実施」が 37.8％と最も多く、「各学校が独自カリキ

ュラムで取組み」が 30.7％、「出前講座として学校からの依頼に対応」25.2％の

順となっている。 
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⑥実施した「交通環境学習」の対象者と内容 

 小学生では「バスや電車等の体験乗車・乗り方教室」が最も多く 73.3％と大多

数を占め、「バスや電車等の乗り方の座学」が 40.7％で続く。 

 

（２）今後の「交通環境学習」について 

①今後「交通環境学習」に取組む予定 

 「機会があれば取組む」が 39.5％と最も多いが、「取組む予定がある」が 31.4％

で、平成 25 年度調査と比較すると 9.8 ポイント増加している。また、「予定は

ないが、機会があれば取組む」も含めると約７割が取組み意向を示している。 

 地方別にみると、昨年度の実施割合が高い近畿地方では５割が取組み予定があ

ると回答。実施実績の高い中国、四国で取組み意向が高い傾向が見られる。 

 

②「交通環境学習」に取組んでいく上での課題や障壁 

 「担当部課の人手不足」が 50.0％と半数を占め、次いで「取組みに関する知識

が不足」44.3％、「予算不足」32.5％の順となっている。 

 都道府県は「予算不足」が約４割を占め、市の人口規模別にみると、「取組みに

関する知識が不足」との回答は人口規模が小さくなるにつれ高くなっており、

10 万人未満の自治体では約半数を占めている。情報提供が行き渡っていない可

能性が考えられる。 

 

 

ポータルサイトでは、これまで支援を行ってきました自治体や学校の取組みを掲載し

ているほか、プログラムのデータベース化も行っていますので、取組みの一助となれ

ば幸いです。 

 

 

【小学校の授業で活用できる交通環境学習プログラムデータベース】 

http://mm-edu.jp/tebiki/ 

 

また、29年度の学校支援制度の募集も近日開始いたします！ 
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2. 交通環境学習の取り組み 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

（１） 交通環境学習開催のお知らせ   

■山口市公共交通委員会(事務局：市交通政策課)公共交通教室（バスの乗り方教室）

の実施団体を募集（山口市） 

平成２９年４月～平成２９年１２月末の日中(土日祝日を除く)バスの乗り方教室、市

内バスの運行状況説明、上手なバス利用について、マナークイズ、車椅子の乗車体験、

路上模擬運行など様々なプログラムを用意。対象は高齢者団体、幼稚園、保育園、小・

中・高校、PTA、子ども会など。  
http://www.city.yamaguchi.lg.jp/soshiki/73/2025.html 

 

■横浜市、環境教育出前講座募集（横浜市） 

生物多様性や地球温暖化といった環境問題への理解を深めるため、市内の小中学校や

地域の皆様を対象に、市民団体、企業、国際機関、市役所など専門知識を持った講師

が講義を行う「環境教育出前講座」を実施。座学、ワークショップ（電車、バス、ク

ルマ…どれがエコ？電車、バス、クルマ、自転車といった、いろいろな乗り物と地球

温暖化との関 係を学び、地球にやさしく、人にも便利な、かしこい移動のしかたを

考える。 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/kyouiku/demae/ 

 

■第１０回やまぐちバス博、山口県下松市「ザ・モール周南」で開催（山口市） 

みんなが利用したくなる生活交通推進会議（事務局：山口県バス協会、山口県交通政

策課）は４月２３日、県民にバスに関する多彩なイベントを通して、楽しく公共交通

についてもらうため「第１０回やまぐちバス博」を開催。 

http://www.y-kotsu.jp/topics/each.asp?pid=76 

 

（２）交通環境学習開催報告   

■岐阜県本巣市で公共交通ワークショップ（本巣市） 

２月１１日に市民が市内の公共交通の現状を把握し「乗りたくなる市営バス」を目指

してワークショップイベントを開催。講義「今後、本巣市の公共交通はどうあるべき

か？」。グループワークは「市営バスの役割・使い方、自分たちが使いやすい・使い

たいバスにしよう」。 

http://www.city.motosu.lg.jp/life/koutsuu/workshop/workshop.html 

 

■ＪＲ秋田支社社員による小学校を対象にした「出前授業」を実施（秋田市） 

ＪＲ秋田支社は２月１６日、秋田市立四ツ小屋小学校で、出前授業を実施。SUICA の

仕組みなどについて話した。２０１３年度より CSR 活動の一環。 

http://www.edu.city.akita.akita.jp/ygy-s/2016/webnikki11.html 

 

■地球環境子ども村、環境自動車教室を開催（亀岡市） 

京都府亀岡市（亀岡市生涯学習部市民力推進課）の地球環境子ども村で３月１９日、

環境自動車教室があり、親子連れがトヨタの燃料電池車「ＭＩＲＡＩ（ミライ）」に

試乗。水素で走る究極のエコカーについて理解を深めた。京都トヨタ自動車（京都市

南区）が協力。 

http://morinokyotohaku.jp/learn/5166/ 
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（３）「バスの乗り方教室」 

（関東）  

西東京バスは３月３日、八王子市立元八王子東学校のバスの乗り方教室を開催。教室

開催後に子どもたちから手紙が届いた。 

http://www.nisitokyobus.co.jp/nishichun/work.html 

 

埼玉県日高市は利用促進を図るため３月４日に、イーグルバスの協力のもと、高萩公

民館で「バス教室」を開催。路線バスの乗降方法、路線バス車内でのマナー、車両の

構造、車椅子での乗車体験、非常口からの降車方法、運転席からの死角と交通ルール、

路線バスの乗車体験など。 
http://www.city.hidaka.lg.jp/soshiki/sogoseisaku/kotsuseisaku/kotsuseisakukomagawaekihigashiguchi/kotsu/kokyokotsu/1669.html 

 

（中国） 

広島市安佐北区のあさひが丘団地で、１２月１７日に主催（あさひが丘連合自治会と

中国運輸局）、協力（広島県バス協会、広島電鉄、第一タクシー、広島県公共交通移

動活性化検討会）、事務局（広島県）でバス乗り方教室を開催。座学「バスについて

もっと知りましょう」、体験乗車「バスの乗り方について」を実施。 

https://wwwtb.mlit.go.jp/chugoku/release/16120802.pdf 

 

（四国） 

４月８日、伊予鉄グループは済美平成中等教育学校の協力のもと、新入学生（136名）

に電車・バスに乗る時の不安や疑問を解消するとともに、電車・バスの乗り方や公共

交通機関でのマナーの大切さを伝えた（スライドを使った講義や実演を交えたマナー

教室、実際の路線バスと ICい～カードを使った乗車体験など） 

http://www.iyotetsu.co.jp/topics/16/manner_school.html 
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3. ニュース/トピック 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

■万博鉄道まつり２０１７ 

３月１８日、１９日に主催大阪府、後援は国土交通省近畿運輸局、同近畿地方整備局

経済産業省近畿経済産業局、出展は関西の鉄道各社で、日本最大級の屋外鉄道イベン

トとして、万博記念公園の中で行われた。"鉄道遊園地"に見立て、 お祭り広場をメ

インに、ステージイベントや各鉄道会社の体験スペースや展示、旅好きの人にはたま

らないご当地グルメなど用意。 

http://2017.bantetsu.com/ 

 

■春休み交通安全ファミリーフェスタ 2017 

３月１９日に、はい！からっと横丁主催、後援が下関市で行われ、パトカーや白バイ

の展示、シートベルト体験車、バスの乗り方教室を実施。 

http://haikarat.com/images/event20170319kotsu.pdf 

 

■岳南電鉄、電車まつり 

３月１９日、静岡県の岳南鉄道は岳南江尾駅で「電車まつり」を開催。電車乗り方教

室（電車の乗り方やマナーの説明、切符の日付入れ体験、はさみ入れ体験）や岳電と

吉原工業のコラボレーションキーホルダー制作、ミニトレイン乗車。犬釘打ち体験、

機関車展示などを実施。 

http://www.fujikyu.co.jp/gakunan/29gakudenmaturi.pdf 

 

■江ノ電バスファミリーフェスタ 

江ノ電バスは３月２０日、江ノ電バス車両展示 6台、運転席着席体験、夜間高速バス

車両乗車体験（実走）、洗車機体験（実走）、キャラクター登場（えのん（江ノ電）／

かなみん（神奈中）／きゅんた（小田急）／しょもたん（湘南モノレール））、お楽し

み抽選会（出店各社からグッズなどのプレゼント企画）、物販ブースを行った。 

http://www.shonan-sh.jp/event/2017/02/enodenbus.html 

 

■ふくい交通フェスタ 

福鉄電車・バスは福井鉄道・えちぜん鉄道相互乗り入れ、及び福井鉄道福井駅前線延

伸 1周年記念『ふくい交通フェスタ』を３月２５日に開催。 

https://www.fukutetsu.jp/news/7406.html 

 

■西鉄バス、劇場版相棒ギャラリーバス運行（ロケ地ツアー） 

３月３１日、福岡県の西鉄バスは、相棒-劇場版で実際に撮影が行われた現場を、北

九州フィルムコミッションによる撮影秘話を聞きながらロケ地をめぐるツアーを実

施。それに合わせてギャラリーバスを運行。 

http://nishitetsu-ktq.jp/aibou/ 

 

■滋賀県守山市、「高齢者おでかけパス」を発行 

４月１日より、守山市在住の高齢者（65 歳以上）向け定期券が使えるようになった。

これまで小判手形は、降車の度にワンコイン（100 円）の支払いが必要だったが、定

期券の券面を見せるだけで守山市内が乗り放題になる。 

http://www.ohmitetudo.co.jp/bus/moriyama_odekakepass/index.html/ 
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■入学おめでとうキャンペーンを実施 

西肥自動車とインキューブ西鉄は、新高校生１年生対象に、入学おめでとうキャンペ

ーンを実施。西肥バスが高校の入学説明会で行っている定期券出張販売の申込受付時、

または西肥バス定期券発売窓口での定期券新規購入時（新高校 1年生限定）に、雑貨

館インキューブさせぼ五番街店で 1,000円（税込）以上ご購入の際にご利用いただけ

る 500円値引券を渡す。 

http://www.bus.saihigroup.co.jp/information/15792.html 
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4. イベント、フォーラム、セミナー等の開催内容 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

●レールバスとあそぼう２０１７ 

日時：２０１７年５月４日（木）、５日（金）、６日（土） 

場所：南部縦貫鉄道 七戸駅  

主催：南部縦貫鉄道レールバス愛好会 

http://www.ogaemon.com/r-bus/2017iv.htm 

 

●エコトレーニング 

日時：２０１７年５月２８日（日）１３：００～１７：００ 

場所：信州松本つかま自動車学校 

主催：JAF長野支部 

http://jafevent.jp/event/1702_20_004_0.html 

 

●阪急お客様感謝 Day 

日時：２０１７年５月２８日(日) 

場所：阪急阪神エムテック本社工場 

主催：阪急バス、阪急阪神エムテック、阪急観光バス、阪急田園バス、大阪空港交通 

https://www.hankyubus.co.jp/news/kansyaday2017.html 

 

●エコライフ・フェア ２０１７ 

日時：２０１７年６月３日（土）、４日（日） 

場所：代々木公園 

主催：環境省 

http://ecolifefair.env.go.jp/ 

 

●第１２回日本モビリティ・マネジメント会議 

日時：２０１７年７月２８日（金）・２９日（土） 

場所：福岡県福岡市 アクロス福岡 

主催：（一社）日本モビリティ・マネジメント会議 

http://www.jcomm.or.jp/ 

 

●第９回土木と学校教育フォーラム 

日時：２０１７年８月６日（日）９：００～１７：００ 

場所： 土木学会（講堂、A,B会議室） 

http://committees.jsce.or.jp/education04/node/39 

 

●京都スマートシティエキスポ ２０１７ 

日時：２０１７年９月２８日（木）、２９日（金） 

場所：KICK、国際高等研究所、けいはんなプラザ 

主催：京都スマートシティエキスポ運営事務局 

https://expo.smartcity.kyoto/ 
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５．その他 
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【公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団より】 

●小学校の授業で活用できる交通環境学習プログラムデータベース 

http://mm-edu.jp/tebiki/ 

●交通バリアフリーを題材とした学習プログラムの提供等をしています 

http://www.bfed.jp/ 

●ESTパートナーシップ会員制度に参加する団体を募集しています！ 

 会員サイトでは、アジアＥＳＴ地域フォーラムの和訳資料の掲載をはじめています。 

 http://www.estfukyu.jp/partnership_gaiyo.html 

●EST普及推進委員会事務局は Twitterによる情報提供を始めています！ 

 https://twitter.com/officeEST 

●「グリーン経営認証」に関する情報は、専用ホームページへ 

 http://www.green-m.jp/ 

●エコ通勤優良事業所を認証登録しています！ 

 http://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/ecommuters_top.html 

 

 

●記事募集中本メールマガジンへの掲載記事を募集中です。 

モビリティ・マネジメント教育（交通環境学習）に関連する取組みや話題、 

イベントの案内等を事務局までお寄せください。 

  →E-mail：mailmagazine@mm-education.jp 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

発行：交通環境学習メールマガジン事務局 

 （公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団） 

バックナンバー（交通環境学習に関する寄稿）の閲覧はこちらから 

 http://www.mm-education.jp/magazine.html 

配信申込はこちらから 

 http://www.mm-education.jp/mailmagazine_form.html 

配信停止をご希望の方は下記アドレスまでご連絡ください 

 →E-mail：mailmagazine@mm-education.jp 

交通環境学習（モビリティマネジメント） 

 教育ポータルサイト： http://www.mm-education.jp/ 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 


